
 
「力を合わせてピョコ・パックン」 
 

　武佐小中学校と地域住民が一体となった大運動会の一コ

マから。３人１組で行うピョコ・パックン競技で、ゴール

前のパンに３人で力を合わせてトライしていました。 
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町
内
の
各
郵
便
局
で
、
昨
年

五
月
か
ら
実
施
し
て
き
た
、
使

用
済
み
切
手
回
収
活
動
に
、
善

意
の
使
用
済
み
切
手
二
万
五
千

枚
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
町
内

局
を
代
表
し
て
中
標
津
郵
便
局

の
中
澤
局
長
か
ら
、
切
手
の
入

っ
た
重
さ
六
キ
ロ
の
ダ
ン
ボ
ー

ル
箱
が
、
社
会
福
祉
協
議
会
の

岩
渕
常
務
理
事
に
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。
古
切
手
は
世
界
中
の
収

集
家
に
販
売
さ
れ
、
海
外
の
医

療
援
助
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。
 

動
物
園
に
行
っ
た
よ
 

　
町
内
の
六
つ
の
児
童
館

合
同
バ
ス
遠
足
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
参
加
し
た
七
十

三
人
の
児
童
は
バ
ス
二
台

に
ワ
ク
ワ
ク
・
ド
キ
ド
キ

で
乗
り
込
み
釧
路
市
動
物

園
へ
。
「
像
の
鼻
っ
て
ゴ

ツ
ゴ
ツ
し
て
た
け
ど
、
あ

っ
た
か
か
っ
た
」
と
動
物

と
の
ふ
れ
あ
い
に
感
激
し

て
い
ま
し
た
。
 

地球が丸く見える

22
6

使
用
済
み
切
手
で
海
外
医
療
援
助
 

2

武佐岳　山開き 

地球が丸く見える

9
6

地球が丸く見える

5
6

　
十
二
月
か
ら
中
標

津
〜
札
幌
（
丘
珠
）

線
に
就
航
予
定
の
新

型
プ
ロ
ペ
ラ
機
が
試

験
飛
行
で
中
標
津
空

港
に
や
っ
て
き
ま
し

た
。
新
型
機
は
、
Ｙ

Ｓ
―
11
型
機
（
現
在

運
行
中
）
よ
り
座
席

数
で
八
席
少
な
い
五

十
六
席
で
す
が
、
運

行
時
間
は
五
分
程
短

縮
に
な
る
予
定
で
す
。
 

新型機お披露目 

地球が丸く見える

6
6

　
強
風
に
雨
と
い
う
悪

天
候
の
中
、
武
佐
岳
の

山
開
き
が
行
わ
れ
、
八

歳
か
ら
七
十
五
歳
の
登

山
愛
好
者
百
三
十
一
人

が
頂
上
を
目
指
し
ま
し

た
。
頂
上
は
強
風
の
た

め
楽
し
む
間
も
な
く
下

山
。
登
山
者
は
中
標
津

市
街
地
温
泉
無
料
入
浴

券
と
無
料
配
付
さ
れ
た

コ
ー
ヒ
ー
牛
乳
、
中
標

津
牛
乳
を
手
に
武
佐
岳

を
後
に
し
て
い
ま
し
た
。
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地
域
一
体
　
武
佐
大
運
動
会
 

地球が丸く見える

16
6

　
あ
い
に
く
の
 

雨
に
も
め
げ
ず
、
 

武
佐
小
中
学
校
児
 

童
生
徒
三
十
三
人
 

と
、
保
育
園
児
・
 

地
区
住
民
が
一
体
と

な
っ
て
大
運
動
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
会

場
と
な
っ
た
武
佐
小

中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
は
、
各
競
技
ご
と

に
父
母
や
住
民
の
熱

い
声
援
が
飛
び
交
い
、

み
ん
な
の
笑
顔
が
は

じ
け
て
い
ま
し
た
。
 



「町づくりを考える懇談会」を 
開催します 
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「町づくりを考える懇談会」を 
開催します 

　地域の抱えている問題や行政に対するご意見、要望など、今後の町づ

くりについて町民の皆さんと直接話し合い、考える「町づくりを考える

懇談会」を毎年開催しています。今年は、町で「設定した課題」をテー

マにして懇談会を進める方式に変更して開催します。 

　懇談会でのご意見などは、今後の町づくりに生かされます。町づくり

に積極的なご意見・ご提言をお待ちしています。 

　町を取り巻く情勢は、年々厳

しさを増しています。町の財政

は地方交付税が大幅に減額され

るなど、大変厳しい時代を迎え

ています。また、市町村合併な

ど新たな行政課題が山積してい

ます。 

　このため、「町づくりを考え

る懇談会」は、これまでの「町

民の皆さんからの質問に答え

る」方式から町で「課題を設定し、

懇談会を進める」方式に変更し

て実施します。今回設定する課

題は、①町の財政②市町村合併

③各種公共料金の見直しについ

ての三つのテーマに関して、町

から説明の後、町民の皆さんか

らの意見をお聞きします。 

　また、町が開催する下記日程

以外に「町づくりを考える懇談

会」を希望する町内会、および

各種団体は、事前に電話で申し

込むと単独で開催することがで

きます。 

「町づくりを考える懇談会」開催日程 

　  日　　程　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会　　　　　　　　場　（対象地区） 

　７月22日（月）　　　　　　　　　　中標津町文化会館　　　　（中標津郡部） 

　７月24日（水）　　　　　　　　　　中標津町老人福祉センター（計根別市街地） 

　７月25日（木）　　　　　　　　　　中標津町老人福祉センター（計根別郡部） 

　７月31日（水）　　　　　　　　　　中標津町文化会館（中標津市街地・西側） 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　※第２宮下･末広･標ｹ丘･南町･西町･清泉･泉中央･東泉･西泉･南泉･栄･川西･緑　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町の各町内会 

　８月２日（金）　　　　　　　　　　中標津町文化会館（中標津市街地・東側） 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　※東中･睦･白樺･旭第１･旭第２･日の出･桜ｹ丘･中央･第１宮下･明生の各町内会 

町
の
将
来
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
 

7月22日（月）～8月2日（金） 

時　　間 

午後７時30分～ 

午後７時～ 

午後７時30分～ 

午後７時～ 

 

 

午後７時～ 
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　歯の衛生週間に合わせ、町内の小学校から募集

した「歯っぴいスマイル」ポスター・図画コンク

ールの入選作品が決まりました。 

　入選作品を含む85点を８月12日（月）から８

月19日（月）まで、しるべっと町民ホールに展

示する予定です。 

平成14年度� 

『歯っぴいスマイル』 
ポスター・図画コンクール 

入選作品決まる！ 

中標津東小学校 
２年 

中田　榎奈枝さん 

計根別小学校 
１年 

高橋　幸平さん 

中標津小学校 
２年 

佐藤　夏美さん 

計根別小学校　　６年 

佐久間　寛　史さん 

俵　橋小学校　　６年 

岡　　美保子さん 

丸　山小学校 
３年 

桜岡　友樹さん 

丸　山小学校 
４年 

吉田　将太さん 

中標津東小学校 
５年 

堤　理佐子さん 

丸　山小学校 
６年 

松原　航平さん 

町長賞 

教育長賞 

歯学会賞 

奨励賞 

優秀賞 

優秀賞 

優秀賞 

優秀賞 

優秀賞 

優秀賞 

応募総数 921点 

佐々木　綾　子さん　中標津東小学校　１年 

滝　本　大　樹さん　丸　　山小学校　２年　 

見　澤　恒　樹さん　中標津東小学校　３年 

小　渡　貴　之さん　丸　　山小学校　４年　 

笠　原　麻　美さん　俣　　落小学校　５年 

近　藤　　綾　さん　若　　竹小学校　６年 

か な え  

ひろ　 ふみ 
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表1

① 他会計への繰出金 
② 一般会計歳出に占める割合の推移 

0

10

20

30

40

0

5

10

15

20

11 12 13 14

億円 ％ 

②歳出の割合 

①
繰
出
金 

12.5

14.2
14.7

16.1

18

21
23 24

年
々
増
え
る
他
会
計
へ
の
繰
出
金 

中
標
津
町
の
財
政 

　
四
月
か
ら
、
下
水
道
使
用
料
と
国
民
健
康
保
険
税
が
改
正

さ
れ
、
町
民
の
家
計
へ
の
負
担
が
増
え
ま
し
た
。
中
標
津
町

の
家
計
も
や
り
繰
り
が
大
変
で
す
。 

　
町
の
財
政
状
況
は
、
私
た
ち
の
今
、
そ
し
て
将
来
の
暮
ら

し
ぶ
り
に
も
か
か
わ
っ
て
く
る
大
事
な
問
題
で
す
。
今
月
号

か
ら
特
別
会
計
な
ど
の
状
況
に
つ
い
て
連
載
で
紹
介
し
ま
す
。 

中標津町の予算（当初予算） 

会 計 区 分  14年度予算 

特

別

会

計

 

国民健康保険事業特別会計 

老 人 保 健 特 別 会 計  

介護保険事業特別会計  

公設卸売市場事業特別会計 

町 営 牧 場 特 別 会 計  

下 水 道 事 業 特 別 会 計  

計 

病 院 事 業 会 計  

水 道 事 業 会 計  

総　　　　　計　 

一 般 会 計  

（Ａ） 

（Ｂ） 

（Ｃ） 

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） 

21億3,174万円 

16億3,540万円 

8億7,787万円 

2,167万円 

1億       5万円 

17億8,835万円 

65億5,510万円 

48億2,408万円 

8億9,530万円 

122億7,448万円 

149億8,400万円 

一般会計繰出金 割　　合 

2億4,253万円 

8,813万円 

1億7822万円 

542万円 

5,414万円 

8億6,217万円 

14億3,061万円 

9億6,925万円 

1,142万円 

24億1,128万円 

11.4 

5.4 

20.3 

25.0 

54.1 

48.2 

21.5 

20.1 

1.3 

19.6 

16.1

％ 

％ 

％ 

％ 

％ 

％ 

％ 

％ 

％ 

％ 

％ 

　
平
成
十
四
年
度
、
町
（
一
般
会

計
）
が
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
な
ど
六
会
計
へ
、
各
制
度
に

基
づ
く
町
の
負
担
分
と
各
会
計
の

収
支
不
足
を
補
う
た
め
の
支
援
分

と
し
て
約
二
十
四
億
円
の
繰
出
金

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
額
は
、

三
年
前
に
比
べ
約
六
億
円
（
表
一
）

も
増
加
し
、
一
般
会
計
歳
出
予
算

額
の
十
六
％
を
占
め
る
割
合
と
な

り
、
長
引
く
景
気
の
低
迷
で
税
収

な
ど
に
伸
び
が
期
待
で
き
な
い
厳

し
い
状
況
の
中
で
、
一
般
会
計
を

圧
迫
す
る
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
た
め
、
今
年
度
は
応
能
応

益
負
担
の
原
則
を
基
に
、
国
民
健

康
保
険
税
と
下
水
道
使
用
料
を
見

直
し
、
改
正
し
ま
し
た
。
（
広
報

四
月
、
五
月
号
で
内
容
掲
載
）
こ

れ
ま
で
、
各
会
計
の
収
支
不
足
分

は
一
定
の
繰
出
金
で
補
っ
て
き
ま

し
た
が
、
今
後
は
サ
ー
ビ
ス
提
供

に
要
す
る
経
費
と
の
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
た
使
用
料
等
の
あ
り
方
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
は
、
各
特
別
会
計
な

ど
の
現
状
を
公
開
し
、
町
民
の
理

解
を
深
め
な
が
ら
各
種
使
用
料
な

ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
七
月
号
で
は
、
町

営
牧
場
特
別
会
計
と
公
設
卸
売
市

場
事
業
特
別
会
計
に
つ
い
て
掲
載

し
、
次
号
か
ら
順
次
連
載
で
紹
介

し
ま
す
。 

町民の健康を守る町立中標津病院 
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町
営
牧
場
特
別
会
計 

公
設
地
方
卸
売
市
場 

平成13年度 
中標津町営牧場特別会計決算 
（歳入） 

3,533 
52 
489 
4,926 
4,550 
1 

1億3,557

（歳出） 

万円 

放牧料 
入牧手数料 
財産貸付収入 
繰入金（※１） 
町債（※３） 
その他 
合計 
 

28 
9,616 
3,909 

 
 
 

1億3,553

管理費 
事業費 
公債費（※２） 
 
 
 
合計 
 

年度別予算の比較データ 

年 

11 

12 

13 

14

予算額 

1億  835 

1億1,862 

1億  118 

1億       5

繰入金 

5,020 

5,264 

5,383 

5,413

46.3 

44.3 

53.2 

54.1

予算に占める割合 

万円・％ 
　
町
営
牧
場
は
、
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
酪
農
の
、
生
産
コ

ス
ト
の
低
減
と
労
働
力
の
軽
減
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
昭
和

三
十
八
年
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
四
十
三
年
に
は
農
業

構
造
改
善
事
業
で
開
陽
台
牧
場
、
昭
和
五
十
六
年
に
は
国
営

事
業
で
俵
橋
牧
場
を
開
設
し
、
農
家
か
ら
人
工
授
精
牛
を
主

に
夏
期
預
託
放
牧
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
十
年
か
ら

は
、
道
営
事
業
を
取
り
入
れ
、
開
陽
台
牧
場
の
草
地
更
新
等

の
再
整
備
を
実
施
中
で
す
。
受
入
頭
数
は
、
多
頭
飼
育
に
よ

る
酪
農
経
営
の
大
型
化
に
よ
り
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
牧
場
予
算
は
現
在
、
道
営
事
業
の
負
担
金
支
出
の

た
め
一
億
円
を
越
え
る
規
模
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
事
業
終

了
予
定
の
平
成
十
七
年
以
降
は
八
千
万
円
〜
九
千
万
円
に
減

少
す
る
見
込
み
で
す
。
繰
入
金
に
つ
い
て
は
、
過
去
の
牧
場

整
備
に
係
る
償
還
金
の
ピ
ー
ク
が
平
成
十
六
年
度
ま
で
続
く

た
め
、
５
千
万
円
前
後
で
推
移
し
、
そ
れ
以
降
は
年
々
減
少

す
る
見
込
み
で
す
。 

　
中
標
津
町
公
設
地
方
卸
売
市
場
は
、
一
九
七
五
年
（
昭

和
五
十
年
）
消
費
者
に
対
し
て
安
定
し
た
商
品
を
供
給

す
る
た
め
に
、
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
北
海
道
に

は
十
六
ヵ
所
の
公
設
卸
売
市
場
が
あ
り
、
根
釧
地
方
で

公
設
の
市
場
と
し
て
開
設
さ
れ
て
い
の
は
、
中
標
津
町

の
一
ヵ
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。
近
年
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
、

市
場
取
り
引
き
を
し
な
い
事
業
所
が
増
え
た
た
め
平
成

三
年
度
を
ピ
ー
ク
に
取
扱
高
及
び
取
扱
数
量
共
に
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
場
予
算
額
も
年
々
減
少

し
て
い
ま
す
が
、
予
算
額
に
占
め
る
繰
入
金
の
割
合
は

約
二
十
五
％
に
な
り
ま
す
。 

■牧場事業の概要 
　入牧日　　　　　６月６日・７日 
　預託日数（予定）　　　　  141日 
　受入頭数　　　　　　   　1,123頭 

（※１）繰入金＝各制度に基づく町の負担分と各会計の収支不足分を一般会計か
ら繰入ること 

（※２）公債費＝借入金の償還やそれにかかる利子などのこと 
（※３）町　債＝施設の建設など、多額の

経費を必要とするとき、費用の一
部を国や金融機関等から借金する
こと 

■市場事業の概要（年間） 
　市場取扱高　3,869トン 
　市場取扱金　16億9,806万円 

平成13年度 
中標津町公設卸売市場特別会計決算 

（歳入） 

使用料 

　　　　繰入金（※１） 

その他 

合計 

1,634 

530 

1 

2,165

（歳出） 

管理費 

　　　　公債費（※２） 

その他 

合計 

233 

1,931 

1 

2,165

万円 
年度別予算の比較データ 

年 

11 

12 

13 

14

予算額 

2,479 

2,317 

2,236 

2,169

繰入金 

603 

502 

537 

542

24.3 

21.6 

24.0 

24.9

予算に占める割合 

万円・％ 

◎歳入13,557万円から歳出13,553万円の差し引き額 
　４万円は次年度繰越金へ。 
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「受取年齢」 
　・老齢基礎年金は、免除された期間を含め、25年以上保険料を納めた人に支給されます。 
　・支給を開始する年齢は65歳からですが、本人の希望により、66歳以降の年齢に繰下げて、増額された年金を受
　　け取ることや、60歳から年齢を繰り上げて、減額された年金を受け取ることもできます。 
 
「申　請」 
　・年金を受けるためには、裁定請求を行い、その権利があることを社会保険庁に確認してもらうため次の書類が
　　必要となります。 
　　①国民年金手帳　②戸籍謄本　③受取先の通帳　④印鑑　⑤配偶者が年金を受給している場合は年金証書が必 
　　　要です。 
 
「給付額」 
　・年金額（平成14年度額） 
　　年額　804,200円　月額　67,016円 
　※20歳から60歳までの40年間納めた人は満額の年金を受け取れます。 
　※保険料の未納や免除がある人は次の式で計算します。 
 
　　　　　　　　　　　　保険料納付月数＋保険料免除月数×1／3 
　　804,200円× 
　　　　　　　　　　　　　　加入可能年数×12カ月 
 
　・支給の繰り上げ・繰り下げ率表 

☆繰り上げ請求する場合の注意 
　・特別支給の老齢厚生年金や退職共済年金は全額停止になります。 
　・病気やケガで障害者になっても障害基礎年金は受けられません。 
　・65歳前に遺族厚生年金や遺族共済年金を受けられるようになったときは、繰り上げ支給の老齢基礎年金との選
　　択になります。 
　・厚生年金や共済年金に加入したときは、繰り上げ支給の老齢基礎年金は全額支給停止になります。 
　・寡婦年金は受けられません。 
 
基礎年金は、１人１年金� 
 
※基礎年金を同時に２つ以上受けられるときは、その内の１つを選択し、他の年金は支給停止になります。 
※基礎年金に上乗せして支給されている厚生年金や共済年金は、同一支給事由に限り、両方の年金が受けれます。 
「例　老齢基礎年金と老齢厚生（退職）年金」 
※65歳以上の人が、老齢基礎年金や老齢厚生年金及び遺族厚生（共済）年金を受けられるときは、次の組み合わせ
　の中からどれか一つを選択します。 
ア．老齢基礎年金と老齢厚生年金 
イ．老齢基礎年金と遺族厚生（共済）年金 
ウ．老齢基礎年金と老齢厚生年金の２分の１と遺族厚生（共済）年金の3分の2 
 

A

Q ・国民年金は何歳から、いくらもらえるのですか？ 
　（給付額・受取年齢） 
・手続きをしなくても自動的に、年金をもらえるのですか？ 

国民年金 

　　 支給年齢開始　   支給率　   　　 支給年齢開始　　 支給率　    
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   
　　　   60歳　　　　70％　　　　　　66歳　　　108.4％　   
　　　   61　　　　　76　　　　　　　67　　　　116.8　　   
　　　   62　　　　　82　　　　　　　68　　　　125.2　　   
　　　   63　　　　　88　　　　　　　69　　　　133.6　　   
　　　   64　　　　　94　　　　　　　70　　　　142.0

繰
り
上
げ
支
給
 

繰
り
下
げ
支
給
 

（注）この率表は平成13年４月以降に 
　　　60歳になる人（昭和16年４月２ 
　　　日以降に生まれた人）から適用 
　　　されます。 
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健康いちばん 

視能訓練士って何？ 
町立中標津病院 
眼科外来視能訓練士　西　出　公　祐 

　
平
成
十
一
年
よ
り
町
立
中
標
津
病
院

が
新
し
く
な
り
眼
科
が
開
設
さ
れ
、
眼

科
外
来
ス
タ
ッ
フ
の
一
人
と
し
て
勤
務

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
視
能
訓
練

士
（O

R
T
:O
rthoptist

）
は
、
昭
和
四

十
六
年
に
国
家
資
格
と
し
て
制
定
さ
れ
、

全
国
に
約
四
千
五
百
人
の
視
能
訓
練
士

が
働
い
て
い
ま
す
が
、
こ
の
資
格
を
ご

存
知
で
な
い
方
が
多
く
、
い
ま
だ
看
護

師
と
間
違
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
々
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
こ
の
紙
面
を

借
り
ま
し
て
町
民
の
皆
様
に
視
能
訓
練

士
と
そ
の
仕
事
の
内
容
に
つ
い
て
お
話

し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
 

　
ま
ず
、
視
能
訓
練
士
の
業
務
は
大
き

く
分
け
て
次
の
四
つ
に
分
か
れ
ま
す
。
 

　
一
つ
目
は
眼
科
一
般
分
野
の
視
機
能

検
査
で
す
。
視
機
能
に
は
視
力
の
ほ
か

に
も
、
暗
い
と
こ
ろ
が
見
え
に
く
い
、

色
が
わ
か
り
に
く
い
、
視
野
が
欠
け
て

い
る
、
歪
ん
で
見
え
る
、
な
ど
の
色
々

な
症
状
が
あ
り
ま
す
。
眼
科
医
が
正
し

い
診
断
や
治
療
を
す
る
た
め
に
、
そ
れ

ら
の
詳
し
い
検
査
を
し
ま
す
。
 

　
二
つ
目
は
弱
視
・
斜
視
な
ど
の
訓
練

指
導
で
す
。
弱
視
・
斜
視
の
患
者
さ
ん

に
対
す
る
、
両
眼
視
機
能
（
両
目
で
物

を
見
る
力
）
を
回
復
さ
せ
る
た
め
の
矯

正
訓
練
や
検
査
を
行
い
ま
す
。
訓
練
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
、
各
種
光
学
機
器

を
使
っ
て
訓
練
を
行
い
、
正
常
な
視
機

能
へ
と
導
い
て
い
き
ま
す
。
 

　
三
つ
目
は
集
団
検
診
（
視
機
能
検
診
）

で
す
。
乳
児
検
診
、
学
校
検
診
、
職
場

検
診
、
成
人
病
検
診
な
ど
が
そ
れ
に
当

た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
を
早
期
に
発

見
し
治
療
す
る
こ
と
に
よ
り
、
正
常
な

視
機
能
を
回
復
で
き
る
場
合
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
最
後
は
視
力
低
下
者
へ

の
リ
ハ
ビ
リ
指
導
で
す
。
糖
尿
病
を
始

め
と
す
る
慢
性
疾
患
や
高
齢
者
の
増
加

な
ど
が
原
因
で
、
中
高
年
の
視
力
低
下

者
が
年
々
増
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

様
々
な
患
者
さ
ん
に
対
し
て
、
眼
鏡
な

ど
の
補
助
具
の
選
定
や
指
導
を
行
い
ま
す
。
 

　
視
能
訓
練
士
と
は
、
以
上
四
つ
の
内

容
を
柱
に
、
眼
科
ス
タ
ッ
フ
の
一
員
と

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
機
能
の
検
査
や

治
療
・
回
復
に
直
接
深
く
関
わ
る
医
療

専
門
職
で
す
。
 

　
眼
科
外
来
も
今
年
で
四
年
目
と
な
り
、

コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
や
白
内
障
手
術
な

ど
患
者
様
の
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
で
き
る

よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。
何
か
あ
り
ま

し
た
ら
気
軽
に
相
談
し
て
下
さ
い
。
 

①
行
き
先
は
必
ず
家
族
に
し
ら
せ

ま
し
ょ
う
。
 

●
行
き
先
、
帰
宅
予
定
時
間
は
、

必
ず
家
族
な
ど
に
知
ら
せ
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
 

②
単
独
で
の
入
山
は
で
き
る
だ
け

止
め
ま
し
ょ
う
。
 

●
山
菜
採
り
な
ど
に
夢
中
に
な
り
、

方
向
を
見
失
い
、
迷
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
同
行
者
と
の
位
置

を
確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

③
目
立
つ
服
装
な
ど
に
配
慮
し
ま

し
ょ
う
。
 

●
赤
や
黄
色
系
の
服
装
が
よ
く
目

立
ち
ま
す
。
仲
間
に
自
分
の
位

置
を
知
ら
せ
た
り
、
非
常
の
場

合
に
発
見
さ
れ
や
す
く
な
り
ま

す
。
 

④
携
帯
電
話
、
笛
、
鈴
、
ラ
ジ
オ

な
ど
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。
 

●
最
近
は
、
携
帯
電
話
の
エ
リ
ア

も
広
が
り
、
山
中
で
も
高
い
と

こ
ろ
で
は
、
通
話
可
能
な
場
合

が
あ
り
ま
す
。
 

●
笛
、
鈴
、
ラ
ジ
オ
な
ど
の
音
の

出
る
も
の
は
、
熊
よ
け
や
自
分

の
位
置
を
知
ら
せ
る
の
に
役
立

ち
ま
す
。
 

●
入
山
コ
ー
ス
の
要
所
に
テ
ー
プ

や
リ
ボ
ン
な
ど
で
目
印
を
付
け

る
と
い
ざ
と
い
う
時
に
役
立
ち

ま
す
。
 

⑤
迷
っ
た
ら
落
ち
つ
い
て
行
動
し

ま
し
ょ
う
。
 

●
迷
っ
た
と
き
は
、
ま
ず
、
自
分

の
位
置
が
ど
こ
な
の
か
冷
静
に

判
断
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
む
や
み
に
歩
き
回
ら
ず
、
体
力

の
消
耗
を
お
さ
え
、
落
ち
着
い

て
捜
索
隊
を
待
つ
な
ど
慎
重
な

行
動
が
必
要
で
す
。
 

夏の 
山歩き 

中
高
年
の
事
故
が
 

増
え
て
い
ま
す
 

　
山
歩
き
の
心
構
え
五
カ
条
 

　
六
月
に
標
津
岳
、
武
佐
岳
が
山
開
き
し
、
ま
た
、
山
菜
採
り
や
川
釣
り
で

山
に
入
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
伴
っ
て
遭
難
事
故
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
山
歩
き
す
る
場
合
は
、
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
 

にし　　  で　　   こう　　すけ 
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 ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
開
催
中
 

 
 

　
根
室
・
釧
路
地
方
の
観
光
ポ
イ
ン
ト

六
十
カ
所
の
う
ち
、
六
カ
所
を
廻
り
、

ミ
ニ
ガ
イ
ド
の
台
紙
に
ス
タ
ン
プ
を
集

め
る
と
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
当
た
る
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

期
間
は
十
月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。
 

　
町
内
で
は
、
ゆ
め
の
森
公
園
ビ
ジ
タ

ー
セ
ン
タ
ー
、
中
標
津
空
港
観
光
案
内
所
、

開
陽
台
展
望
館
、
養
老
牛
温
泉
、
裏
摩

周
展
望
台
売
店
の
五
カ
所
に
ス
タ
ン
プ

と
応
募
箱
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
ミ
ニ
ガ
イ
ド
は
各
ポ
イ
ン
ト
、
経
済

振
興
課
窓
口
に
あ
り
ま
す
。
 

 海
外
派
遣
参
加
者
募
集
 

 　
社
団
法
人
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
で
は
、

道
内
に
在
住
す
る
青
年
を
対
象
に
、
海
 

外
派
遣
事
業
参
加
団
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
北
海
道
の
青
年
 

を
海
外
に
派
遣
し
、
国
際
交
流
な
ど
で
、

豊
か
な
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
人
材
を

養
成
し
、
地
域
の
国
際
化
を
進
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
 

応
募
資
格
　
二
十
歳
〜
四
十
五
歳
ま
で

　
　
　
　
　
の
方
で
、
地
域
や
団
体
な

　
　
　
　
　
ど
で
積
極
的
に
活
動
し
て

　
　
　
　
　
い
る
人
 

派
遣
先
　
　
①
ア
メ
リ
カ
他
　
②
タ
イ

　
　
　
　
　
他
 

期
　
間
　
　
十
日
〜
十
二
日
（
十
月
上

　
　
　
　
　
旬
と
下
旬
）
 

参
加
費
　
　
十
万
円
〜
二
十
万
円
 

締
め
切
り
　
七
月
十
五
日
　
　
　
 

　
詳
し
く
は
社
団
法
人
北
方
圏
セ
ン
タ

ー
1
０
１
１
（
２
２
１
）
７
８
４
０
ま

た
は
役
場
経
済
振
興
課
地
域
振
興
係
ま
で
。
 

 自
衛
官
募
集
中
 

 応
募
資
格
　
日
本
国
籍
を
有
し
、
満
十

　
　
　
　
　
八
歳
以
上
二
十
七
歳
未
満

　
　
　
　
　
の
方
 

試
験
科
目
　
筆
記
試
験
・
口
述
試
験
・

　
　
　
　
　
身
体
検
査
・
適
性
検
査
 

問
い
合
わ
せ
　
自
衛
隊
帯
広
地
方
連
絡

　
　
　
　
　
　
部
中
標
津
募
集
事
務
所

　
　
　
　
　
　
1
（
２
）
０
１
２
０
 

 「四
島（
し
ま
）と
わ
た
し
」

絵
本
コ
ン
ク
ー
ル
 

 〜
北
方
四
島
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
絵
本
の

募
集
〜
 

 　
根
室
支
庁
で
は
、
次
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
に
北
方
領
土
に
つ
い
て
知
っ
て

も
ら
う
た
め
、
創
作
絵
本
の
コ
ン
ク
ー

ル
を
行
い
ま
す
。
（
北
方
領
土
と
は
、

択
捉
島
、
国
後
島
、
色
丹
島
及
び
歯
舞

群
島
の
北
方
四
島
の
こ
と
で
、
我
が
国

固
有
の
領
土
で
す
）
 

資
格
 

　
日
本
国
内
在
住
者
（
プ
ロ
・
ア
マ
、

年
齢
問
わ
ず
）
。
絵
と
文
の
作
者
は
同

一
人
物
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
 

締
切
り
 

　
平
成
十
四
年
十
月
三
十
一
日
（
当
日

消
印
有
効
）
 

各
賞
 

　
最
優
秀
賞
一
点
（
賞
金
十
万
円
）
 

　
優
秀
賞
一
点
（
賞
金
五
万
円
）
 

　
佳
作
三
点
（
賞
金
一
万
円
）
 

　
詳
し
く
は
根
室
支
庁
北
方
領
土
対
策

室
　
1
０
１
５
３
２
（
４
）
５
５
９
２

ま
で
。
 

 社
会
保
険
事
務
相
談
所
 

開
設
日
の
お
知
ら
せ
 

 　
今
月
の
社
会
保
険
事
務
相
談
所
開
設

日
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。
 

日
時
　
七
月
十
六
日
（
火
）
 

　
　
　
午
後
一
時
〜
午
後
五
時
ま
で
 

場
所
　
中
標
津
経
済
セ
ン
タ
ー
 

問
い
合
わ
せ
　
釧
路
社
会
保
険
事
務
所

1
０
１
５
４
（
２
２
）
０
１
１
１
 

税　　金 

M A T I O N

 の広場 
7

July

日 

7

14

21

28

月 

1

8

15

22

29

火 

2

9

16

23

30

水 

3

10

17

24

31

木 

4

11

18

25

金 

5

12

19

26

土 

6

13

20

27

7

サマージャンボ宝くじ発売 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　７月22日（月）から８月９日（金）
までサマージャンボ宝くじ（市町村
振興宝くじ）が発売されます。 
 
賞　金　１等   　２億円　　　  43本 
　　　　（１等前後賞各５千万円） 
　　　　２等   　１億円　　　129本 
　　　　３等     100万円　　　430本 
抽選日　８月20日（火） 
　この宝くじの収益金は市町村の明
るく住み良い街づくりに使われます。 
　中標津町ではこれまで、明生地区
コミュニティーセンター、西町児童
公園、明生児童公園、まこと団地児
童公園、睦児童公園などの整備に活
用されています。 

（第２期） 
（第２期） 
（第２期） 
 

７月は固定資産税 
国民健康保険税 
介 護 保 険 料 

の納期限です 
 
　固定資産税の第２期と国民健康保
険税の第２期、介護保険料の第２期
の納期限は７月31日です。忘れずに
納期内に納めましょう。 
 
　固定資産税、町道民税の第１期、
軽自動車税の全期、国民健康保険税
及び介護保険料の第１期の納期限が
すでに経過しております。もう一度
お手元の納付書を確認のうえ、納付
されていない方は早急に納めましょう。 
　町税はみんなの財産です。町税を
有効に使うため、納期内納付にご協
力をお願いします。 
～収納窓口の休日開設及び平日開設
時間を延長～ 
　７月の収納窓口開設時間延長日は
16日（火）と31日（水）午後５時１
５分～午後８時まで、休日開設日は
28日（日）午前９時～午後５時まで
です。納付書がなくても納めること
ができますのでご利用ください。 
～納税相談～ 
　収納窓口開設時間延長、休日開設
に合わせて納税相談を実施しており
ますので、税務課または保険介護課
で納税についてご相談ください。 
～町税等各種収納金の納付は口座振
替で～ 
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 七
月
は
「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」
強
調
月
間
 

 　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、

す
べ
て
の
国
民
が
犯
罪
や
非
行
の
防
止

と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に

お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の

な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
も

の
で
す
。
今
年
も
七
月
一
日
か
ら
一
カ

月
間
を
強
調
月
間
と
し
、
全
国
的
に
各

種
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
本
町
に
お
い
て
は
、
青
少
年
に
係
わ

る
事
件
や
拳
銃
に
よ
る
強
盗
事
件
な
ど

大
き
な
事
件
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
身
近
に
交
通
事
故
や
窃
盗
な

ど
の
犯
罪
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
 

　
こ
れ
ら
の
犯
罪
や
青
少
年
の
非
行
を

防
止
し
、
罪
を
犯
し
た
人
や
非
行
を
し

た
少
年
の
更
生
を
支
え
、
人
々
が
支
え

あ
っ
て
生
き
て
い
く
明
る
い
地
域
づ
く

り
に
参
画
す
る
、
ふ
れ
あ
い
と
対
話
が

築
く
明
る
い
社
会
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。
 

 「
建
退
共
制
度
」に
加
入
を
 

 　
建
設
現
場
で
働
く
方
々
の
退
職
金
は

安
全
・
確
実
・
有
利
な
「
建
退
共
制
度
」

を
お
す
す
め
し
ま
す
。
 

☆
建
設
事
業
主
の
皆
さ
ま
へ
 

・
申
し
込
み
手
続
き
は
簡
単
で
す
（
加

入
時
に
経
費
は
か
か
り
ま
せ
ん
）
 

・
経
営
事
項
審
査
で
加
点
さ
れ
ま
す
。
 

・
掛
金
は
全
額
非
課
税
で
国
が
一
部
を

補
助
し
ま
す
。
 

☆
建
設
現
場
で
働
く
皆
さ
ま
へ
 

・
建
退
共
の
手
帳
を
持
っ
て
い
ま
す
か
。
 

・
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は
通

算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。
 

　
詳
し
く
は
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

　
建
退
共
北
海
道
支
部
　
1
０
１
１
（
２

６
１
）
６
１
８
６
ま
で
。
 

   

 ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
 

ス
ズ
メ
バ
チ
駆
除
 

 　
毎
年
八
月
に
入
る
と
、
ス
ズ
メ
バ
チ

の
巣
の
撤
去
に
係
る
電
話
や
相
談
が
頻

繁
に
な
り
ま
す
。
ス
ズ
メ
バ
チ
は
誰
も

気
づ
か
な
い
う
ち
に
軒
下
や
樹
木
な
ど

に
巣
を
つ
く
り
ま
す
。
巣
を
つ
く
る
前

の
予
防
策
、
ま
た
巣
が
小
さ
い
う
ち
の

駆
除
方
法
と
し
て
捕
獲
器
の
作
り
方
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
各
家
庭
な
ど
で

お
役
立
て
く
だ
さ
い
。
 

☆
用
意
す
る
も
の
 

・
空
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
（
一
･
五
r
以

上
）
 

・
誘
香
液
（
日
本
酒
一
五
〇
C
C
・
酢

五
〇
C
C
・
砂
糖
五
〇
〜
七
〇
ｇ
）
 

・
ヒ
モ
か
針
金
適
量
・
カ
ッ
タ
ー
 

☆
作
り
方
 

①
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
誘
香
液
（
日
本
酒
・

酢
・
砂
糖
を
混
ぜ
た
物
）
を
入
れ
、
 

　
キ
ャ
ッ
プ
を
閉
め
る
。
 

②
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
上
部
に
三
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
×
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程

度
の
穴
を
二
〜
四
カ
所
あ
け
る
。
 

③
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
首
部
を
ヒ
モ
で
縛
り
、

人
の
背
丈
程
度
の
木
枝
や
軒
下
な
ど

に
つ
る
す
。
 

④
誘
香
液
の
効
果
は
四
〜
六
日
。
但
し

ハ
チ
な
ど
で
い
っ
ぱ
い
に
な
れ
ば
取

り
替
え
る
。
 

　
詳
し
く
は
生
活
課
環
境
衛
生
係
ま
で
。
 

保　　健 

I N F O R M

くらし 
からだをきたえ 
　しあわせな家庭に 
　　しましょう 
                  　町民憲章より 

町づくりのためのご意見・ご提言をお待ちしています。 
中標津町ホームページへのメール　 
nakasi- t＠aurens.or.jp  
町づくりのための意見・提言・電話・ファックス 
（夜間・休日等は留守番電話にて受け付けます）19－2175

骨粗鬆症検診のお知らせ
（８月分） 

 

　８月分の予約の受付についてお知

らせします。 

申込期間 

　７月５日～７月19日の平日 

検診実施期間 

　８月１日～８月30日の平日 

検診内容 

　問診、骨密度測定、診察 

定員　１日２人 

検診実施場所　町立中標津病院 

申込先　中標津町保健センター　�

　　　　1（２）2733まで。 

 
 

乳がん検診のお知らせ
（８月分） 

 

　８月分の予約の受付についてお知

らせします。 

申込期間 

　７月５日～７月19日の平日 

検診実施期間 

　８月１日～８月30日の木曜日 

検診内容 

　マンモグラフィー、問診、視・触

　診 

定員　１日５人 

検診実施場所　町立中標津病院 

申込先　町立中標津病院医療管理係

　　　　1（２）8200まで。 

 

事業者の皆様へ 
健康診断実施後の措置を

していますか 
 

　事業者は健康診断の結果、異常所

見があると診断された労働者について、

３カ月以内に、医師の意見を聴き、

その内容を健康診断個人票に記載す

る必要があります。 

　健康診断実施結果への助言や医師

が会社へ訪問し、保健指導を行うな

どのサービスを釧路地域産業保健セ

ンター　10154（41）3856で無料で実

施しています。 

　詳しくは釧路労働基準監督署 

　10154（42）9711まで。 
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こ
の
広
報
紙
は
資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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写真をご希望のかたにネガをお貸しします。 

（　） 内は前月比 

誕生  30人  死亡  14人 
転入  63人  転出  91人　 

５月31日現在住民登録人口 

町の人口 
男 
女 

世 帯 数 

23,756（－  12） 
11,690（－    6） 
12,066（－    6） 
9,755（＋  12） 

なかしべつ  

YOSAKOIに魅せられて 

　舘　　　一　宣 さん 

　
町
の
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
「
な
か
し
べ
つ
夏
祭
り
」
を
目
前
に
、
パ
レ
ー
ド
を

盛
り
上
げ
よ
う
と
本
番
に
向
け
た
ヨ
サ
コ
イ
チ
ー
ム
の
練
習
に
気
合
が
入
っ
て

い
る
。
チ
ー
ム
の
一
つ
華
燦
舞
隊
員
も
、
夏
祭
り
に
向
け
二
〇
〇
二
年
バ
ー
ジ

ョ
ン
の
テ
ン
ポ
の
早
い
新
曲
と
新
た
に
考
案
し
た
振
付
で
、
さ
ら
に
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
し
た
踊
り
へ
と
練
習
に
励
む
。
そ
の
隊
員
四
十
人
の
中
心
に
隊
長
と
し
て

の
舘
さ
ん
の
姿
が
あ
る
。
舘
さ
ん
は
平
成
七
年
か
ら
本
格
的
に
始
動
し
た
、
な

か
し
べ
つ
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
実
行
委
員
会
の
現
委
員
長
も
務
め
て
い
る
。
 

　
「
一
年
を
通
し
て
週
に
一
回
か
ら
三
回
程
の
練
習
を
重
ね
、
移
動
し
な
が
ら

踊
る
ロ
ー
ド
バ
ー
ジ
ョ
ン
は
そ
の
間
隔
、
間
合
い
を
掴
む
た
め
に
街
灯
の
明
か

り
を
頼
り
に
練
習
し
て
い
る
」
と
舘
さ
ん
。
毎
年
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
曲
、
振
付
を

変
え
新
鮮
な
イ
メ
ー
ジ
を
心
掛
て
い
る
と
言
う
。
六
年
前
、
本
場
札
幌
の
Ｙ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
ま
つ
り
に
、
町
内
の
ヨ
サ
コ
イ
チ
ー
ム
で
結
成
し
た
万

灯
連
合
踊
隊
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
。
四
ト
ン
の
地
方
車
を
運
転
。
「
夏
祭

り
で
会
場
を
照
ら
す
提
灯
を
百
四
十
個
購
入
、
地
方
車
に
飾
り
付
け
た
。
ス
ケ

ー
ル
の
大
き
さ
と
華
や
か
さ
は
、
全
参
加
チ
ー
ム
地
方
車
の
中
で
三
本
の
指
に

入
る
と
感
じ
た
」
と
話
す
。
札
幌
で
の
独
特
の
雰
囲
気
に
魅
了
さ
れ
、
そ
の
熱

気
と
感
動
を
今
で
も
鮮
や
か
に
思
い
出
す
と
言
う
舘
さ
ん
。
「
現
在
、
中
標
津

の
ヨ
サ
コ
イ
チ
ー
ム
は
数
、
人
数
と
も
に
半
数
に
減
り
、
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
の

危
機
感
が
あ
る
が
、
観
客
に
飽
き
ら
れ
な
い
よ
う
工
夫
を
し
、
今
後
も
ヨ
サ
コ

イ
の
灯
を
消
さ
な
い
よ
う
努
力
し
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。
 

西９南９ 

　この計画では、町全体の緑の保全、公園緑地の整備、緑化の啓発・推進など、緑全

般に対し目標や実現の手だてなどを検討します。計画策定にあたり、地域の代表者な

どに加え町民の方々から10名程度の応募を受けて、ワークショップ（グループ討議）

を行います。年令性別等は問いません。緑に関心や興味のある方、ぜひ参加をお待ち

しています。 

　参加期間／７月から11月・４回開催 

　募集期限／平成14年７月12日 

　申  込  先／街づくり推進室街づくり推進係（内線353）まで 

たて かず　　のり 

は
な
ざ
ん
ま
い 

じ
が
た
し
ゃ 


